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グループ連結 P/L

■	 売上高は、前期184億円、当期実績は170億円

■	 経常利益は、前期6億８千万円の経常損失に対し、当期実績は3億 5千万円の経常利益

■	 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期 4千万円の純損失に対し、当期実績は６億 5千万円の	
	 純利益

■	 2022年度上期の売上平均為替レートは 1ドル 131円 50銭、前期の 1ドル 109円 16銭に対し	
	 22円 34銭の円安
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連結経常利益の前年同期比差異要因

■	 売上総利益は、運航機数増加によるスペアパーツ販売の増加や業務効率改善による原価低減策の効果	
	 などにより9億 3千万円改善

■	 販管費は、サステナビリティを推進する組織や技術・イノベーションを統括する組織の新設に伴い人件費	
	 が増加したことなどから1億 4千万円の増加

■	 営業外損益は、為替相場が昨年度以上に円安に進んだことによる為替差益の増加などから益方向に	
	 2 億 4千万円

■	 その結果、前期実績の経常損失6億 8千万円より10億 4千万円改善し、当期実績は経常利益3億	
	 5 千万円
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セグメント別 売上高・経常利益（前年同期比）

売上高（前期比増減）

■	 内装品セグメントは、前年第１四半期に計上した顧客仕様変更に伴う追加売上の反動やボーイング787	
	 型機の生産調整によりギャレー及びラバトリーの出荷が減少、売上高は前期比で10億8千万円減少

■	 シートセグメントは、ボーイング787型機の生産調整によりビジネスクラス・シート「Venture」の出荷	
	 が翌期以降に繰り延べられたことなどから4億5千万円減少

■	 機器製造セグメントは、民間航空機向け炭素繊維構造部材や航空機エンジン部品の出荷が増加したこと	
	 により2億2千万円増加

■	 整備セグメントは、機体整備において一部プログラムの完成工事が前年同四半期に集中した反動により、	
	 1億 2千万円減少

経常利益（前期比増減）

■	 内装品セグメントは、運航機数の増加によりエアライン向けスペアパーツ販売が増加したことや、業務	
	 効率改善の効果、及び円安による為替差益の発生により12億 4千万円増加

■	 シートセグメントは、円安によるドル建てコストの上昇などにより3億円悪化

■	 機器製造セグメントは、売上高の増加により1億 4千万円改善

■	 整備セグメントは、売上高の減少などにより6千万円悪化
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グループ連結 B/S

■	 資産合計については、受取手形、売掛金及び契約資産は、売掛金の回収により43億円減少したが、	
	 棚卸資産は納入スケジュールスライドに伴い82億円増加し、資産合計では67億円増加

■	 負債純資産については、短期借入金が58億円増加

■	 純資産合計は、利益剰余金の増加などにより9億円増加

■	 自己資本比率は11.5％から11.6％へ



08

グループ連結 C/F

■	 営業活動によるキャッシュフローは、棚卸資産の増加などから10億円のキャッシュアウトフロー

■	 投資活動によるキャッシュフローは、6億円のキャッシュアウト

■	 フリーキャッシュフローは、17億 7千万円のキャッシュアウトフロー
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グループ各社の状況

■	 ボーイング787型機の生産調整に伴う影響により、新潟ジャムコ・ジャムコアメリカ・ジャムコフィリ	
	 ピンは経常損失
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市場環境

■	 入国制限の緩和が遅れていたアジア圏においては、中国を除き次々と緩和が進められ、各国のエア	
	 ラインは国際路線の再開や増便を実施している状況

■	 当初、2022年度の航空旅客需要はコロナ禍前である2019年水準の60%程度と想定していたが、	
	 IATA(：国際航空輸送協会 )によると、今年度上期時点における航空旅客需要はコロナ禍前の75%	
	 と当初想定を大きく上回っており、世界の航空旅客需要が力強く回復していることを示している

■	 弊社においても、前述の運航回復に伴い、スペアパーツの需要が増加していることに加え、一時停	
	 止していたボーイング787型機向け製品の出荷も8月から再開し、今後順調な回復が期待出来ると	
	 予想



12

通期見通し

■	 年度当初に策定した計画値との比較において、売上高は航空機シートセグメントにおける出荷繰り延	
	 べなどにより41億円減の498億円を見込む

■	 経常利益は、航空機内装品セグメントにおけるスペアパーツ販売の増加や業務効率改善効果、及び	
	 為替レートが想定より円安に推移していることなどから5億 8千万円増の18億 6千万円を想定

■	 第 3四半期連結会計期間にジャムコシンガポールの固定資産の譲渡益 約 4億４千万円を特別利益に	
	 織り込む

■	 繰延税金資産の追加計上などにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、12億 9千万円増の21	
	 億 6千万円を見込む

■	 通期見通しは、下期以降の為替レートを当初の1ドル 115円から1ドル 130円に変更
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事業別見通し（航空機内装品セグメント）

■	 売上高は当初計画と比較し3億円増の300億円を想定

■	 ボーイング787型機の製品出荷が8月まで停止していたことによる売上減少が発生した一方で、	
	 円安効果に加え、スペアパーツ販売の増加や一部プログラムの開発費回収が進んだことなどによる	
	 もの

■	 経常利益は、25億1千万円増の38億2千万円となる見通し
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事業別見通し（航空機シートセグメント）

■	 売上高は当初計画と比較し48億円減の49億円となる見通し

■	 ボーイング787型機の生産調整や一部客室改修プログラム向けVentureシートの出荷が翌期以降	
	 に繰り延べられたことなどによるもの

■	 経常損失は減収の影響に加え、ドル建てコスト上昇などの影響により当初計画対比19億 5千万円減	
	 のマイナス21億円となる見通し
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事業別見通し（航空機器製造セグメント）

■	 売上高は当初計画と比較し4億円増の56億円となる見通し

■	 エアバス短通路機向け炭素繊維構造部材などの出荷が増加したことによるもの

■	 経常利益は、増収に加え製造工程の効率化による収益改善に向けた取り組みなどにより、1千万円	
	 増の 5千万円となる見込み
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事業別見通し（航空機整備セグメント）

■	 売上高は当初計画と比較し2億円減の90億円となる見込み

■	 機体整備において一部プログラムの完成工事が翌期以降に繰り延べられるため売上が減少

■	 運航機数の回復に伴う部品整備の増加により、経常利益は当初計画通りの9千万円を確保


